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(57)【要約】
  引き抜き強度を維持しつつ、ねじを骨の中に押し込む 
際の挿入トルクを低減する骨ねじが提供される。提供さ 
れる骨ねじは、骨ねじを骨の中に押し込むのに必要なト 
ルクの量を低減するのに役立つ縮小フランクプロファイ 
ルを有する部分を有する１又は複数のねじ山を含む。縮 
小フランクプロファイルを有する部分は、非縮小フラン 
クプロファイルを有する１又は複数のねじ山の部分と等 
しいねじ山深さ又は高さを有し、それによって、引き抜 
き強度を維持することに役立つ。縮小フランクプロファ 
イル部分は、骨ねじの挿入先端から離れている。したが 
って、骨ねじの非縮小フランクプロファイル部分は、ね 
じの縮小フランクプロファイル部分よりも対応して大き 
いフランクプロファイルを有する内部雌ねじ山を形成し 
、それによって、１又は複数のねじ山の縮小フランクプ 
ロファイル部分と内部雌ねじ山との間の摩擦を低減する 
。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全19頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遠 位 端 の 反 対 側 に 近 位 端 を 有 す る 骨 ね じ で あ っ て 、 前 記 骨 ね じ は 、
　 前 記 遠 位 端 に 隣 接 す る 第 １ の 部 分 、 第 ２ の 部 分 、 及 び 前 記 近 位 端 に 隣 接 す る 第 ３ の 部 分  
と 、
　 前 記 骨 ね じ の 少 な く と も 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 に 及 ぶ １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 、 を 備 え  
、
　 前 記 第 ２ の 部 分 内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 第 １ の 部 分 内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の  
ね じ 山 と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 、 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 及 び 前 記 第 ２ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ  
山 は 、 等 し い ね じ 山 深 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 部 分 に お け る 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の 各 回 転 部 は 、 等 し く 縮 小 さ れ た フ ラ  
ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 部 分 に お け る 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の 各 回 転 部 の そ れ ぞ れ の フ ラ ン ク プ ロ  
フ ァ イ ル は 、 前 記 第 ２ の 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 と の 界 面 か ら 前 記 近 位 端 に 向 か っ て 互 い に  
対 し て 徐 々 に 縮 小 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 近 位 端 か ら 前 記 遠 位 端 ま で 延 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 骨 ね じ は 、 無 頭 骨 ね じ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 前 記 第 ２ の 部 分 に お け る 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山  
は 、 湾 曲 し た フ ラ ン ク を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 前 記 第 ２ の 部 分 に お け る 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山  
は 、 １ つ の 縮 小 フ ラ ン ク 及 び １ つ の 非 縮 小 フ ラ ン ク を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 骨 ね じ の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト を 含 み 、 前 記 骨 ね じ の 前 記  
第 １ の 部 分 は 、 前 記 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト の 終 端 点 で 終 端 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨  
ね じ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 骨 ね じ の 前 記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 骨 ね じ の 前 記 第 ２ の 部 分 よ り も 大 き い 外 径 を 有 す  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 骨 ね じ の 前 記 第 ３ の 部 分 に 及 び 、 前 記 第 ３ の 部 分 の 前  
記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 第 ２ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 等 し い ね じ 山 深 さ  
を 有 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 骨 ね じ が 二 重 リ ー ド ね じ 又 は 三 重 リ ー ド ね じ で あ る よ  
う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の ね じ 山 形 状 は 、 台 形 、 標 準 Ｖ 、 ア ク メ 、 ボ ー ル 、 バ ッ ト レ ス  
、 逆 バ ッ ト レ ス 、 及 び ウ ォ ー ム か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ つ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 ラ ン ド 幅 を 含 み 、 前 記 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 前  



10

20

30

40

50

JP 2024-508370 A 2024.2.27(3)

記 第 ２ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 よ  
り も 狭 い ラ ン ド 幅 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 よ り も 前 記 骨 ね じ の 長 さ の よ り 大 き い 割 合 を 含 む 、  
請 求 項 １ に 記 載 の 骨 ね じ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 骨 折 部 を 治 療 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 折 部 に わ た る 骨 孔 内 に 骨 ね じ を 設 置 す る こ と を 含 み 、 前 記 骨 ね じ は 、 遠 位 端 の 反  
対 側 の 近 位 端 と 、 前 記 遠 位 端 に 隣 接 す る 第 １ の 部 分 、 第 ２ の 部 分 、 及 び 前 記 近 位 端 に 隣 接  
す る 第 ３ の 部 分 と 、 を 有 し 、 前 記 骨 ね じ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 を 含 み 、 前 記 第 ２ の 部 分  
内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 第 １ の 部 分 内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 比 較 し て  
縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 ２ の 部 分 内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 前 記 第 １ の 部 分 内 の 前 記 １ 又 は 複 数 の  
ね じ 山 よ り も 、 設 置 中 に 前 記 骨 孔 と の よ り 少 な い 摩 擦 を 生 成 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 骨  
折 部 を 治 療 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ２ の 部 分 の 前 記 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の ラ ン ド の み が 、 設 置 中 に 前 記 骨 孔 に 接 触 す  
る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 骨 折 部 を 治 療 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 プ レ ー ト を 前 記 骨 ね じ に 設 置 す る こ と を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 骨 折 部 を 治 療 す  
る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 骨 ね じ の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 は 、 前 記 骨 孔 内 に 設 置 さ れ る が 、 前 記 骨 ね じ の 前  
記 第 ３ の 部 分 は 、 前 記 骨 孔 内 に 設 置 さ れ な い 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 骨 折 部 を 治 療 す る た め  
の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 優 先 権 の 主 張
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ２ １ 年 ２ 月 ５ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ３ ／ １ ４ ６ ， ０ ９ ９ 号 の 優  
先 権 及 び 利 益 を 主 張 し 、 そ の 全 体 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 概 し て 、 骨 ね じ に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 出 願 は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ  
ァ イ ル を 有 す る 部 分 を 含 む １ 又 は 複 数 の ね じ 山 を 有 す る 骨 ね じ を 提 供 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 定 の 医 療 処 置 は 、 骨 内 に ね じ を 挿 入 す る こ と を 必 要 と す る 。 例 え ば 、 骨 折 部 を 治 療 す  
る １ つ の 方 法 は 、 プ レ ー ト の 有 無 に か か わ ら ず 、 骨 折 部 を 横 断 し て 骨 の 中 に ね じ を 挿 入 し  
、 骨 が 治 癒 す る に つ れ て 骨 片 を と も に 保 持 す る こ と で あ る 。 外 科 医 が 骨 を 通 し て ね じ を 挿  
入 す る と 、 ね じ の ね じ 山 と 骨 と の 間 の 摩 擦 力 は 、 ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込 む た め に 必 要 と さ  
れ る ト ル ク の 量 を 決 定 す る こ と に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 典 型 的 な 骨 ね じ は 、 ね じ の ね じ 山 形 状 を 骨 に 切 り 込 む た め に 、 骨 ね じ の 先 端 部 分 に 切 削  
特 徴 部 を 含 む こ と が で き る 。 骨 ね じ は ま た 、 典 型 的 に は 、 一 定 の 外 径 を 有 す る ね じ 山 と 、  
ね じ の 長 さ に 沿 っ た 均 一 な ね じ 山 と を 含 む 。 こ の た め 、 い っ た ん ね じ 山 形 状 が 骨 内 に 生 成  
さ れ る と 、 骨 ね じ が 骨 の 中 に 押 し 込 ま れ る に つ れ て 、 骨 ね じ の 残 り の ね じ 山 は そ れ ぞ れ 、  
骨 － ね じ 界 面 に 沿 っ て 切 断 領 域 と 界 面 接 触 し 、 そ れ に よ っ て 、 ね じ の ね じ 山 の 各 々 と 骨 と  
の 間 に 摩 擦 を 発 生 さ せ る 。 し た が っ て 、 外 科 医 が か か る 典 型 的 な 骨 ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込  
む と 、 ね じ は 、 ね じ に 沿 っ た 任 意 の 点 で ね じ 山 と 骨 と の 間 に 同 じ 量 の 摩 擦 を 生 成 す る 。 し  



10

20

30

40

50

JP 2024-508370 A 2024.2.27(4)

た が っ て 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 骨 と の 間 に 発 生 す る 摩 擦 の 総 量 は 、 骨 に 接 触 す る ね じ 山 が 多  
い ほ ど 累 積 摩 擦 力 が 高 く な る た め 、 骨 ね じ の 長 さ と と も に 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 部 の 例 で は 、 骨 の 長 い ス ト レ ッ チ を 通 し て 押 し 込 む 必 要 が あ る 長 い ね じ な ど の 場 合 、  
典 型 的 な ね じ と 骨 と の 間 に 生 成 さ れ る 摩 擦 の 量 、 し た が っ て 、 典 型 的 な ね じ を 骨 の 中 に 押  
し 込 む た め に 要 求 さ れ る ト ル ク は 、 相 当 な 量 に な り 得 る 。 典 型 的 な ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込  
む の に 必 要 な 相 当 な 量 の ト ル ク は 、 処 置 を よ り 困 難 に す る 可 能 性 が あ る 。 場 合 に よ っ て は  
、 典 型 的 な 骨 ね じ を 押 し 込 む た め に 必 要 と さ れ る ト ル ク は 、 そ れ が 生 成 す る 摩 擦 に 起 因 し  
て 、 押 し 込 み ツ ー ル に 、 ね じ と 押 し 込 み ツ ー ル と の 間 の 界 面 を 剥 離 さ せ る か 、 又 は ね じ の  
頭 部 を 剪 断 さ せ る 可 能 性 が あ る 。 ね じ へ の か か る 損 傷 に よ り 、 ね じ を 取 り 外 し 、 新 し い ね  
じ と 交 換 し な け れ ば な ら な い 場 合 が あ り 、 こ れ は 、 場 合 に よ っ て は 困 難 で あ り 得 、 別 様 で  
処 置 を 複 雑 に す る 。 あ る い は 、 場 合 に よ っ て は 、 損 傷 し た ね じ を 除 去 す る こ と が で き ず 、  
骨 内 に 残 す 必 要 が あ り 、 こ れ は 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ね じ と 骨 と の 間 の 摩 擦 力 、 し た が っ て 必 要 と さ れ る 挿 入 ト ル ク を 低 減 す る １ つ の 方 法 は  
、 縮 小 し た 外 径 を 有 す る ね じ を 形 成 す る こ と で あ る 。 ね じ の ね じ 山 は よ り 小 さ く 、 し た が  
っ て 骨 と の 接 触 が 少 な く な り 、 摩 擦 が 少 な く な る 。 し か し な が ら 、 縮 小 し た 外 径 を 有 す る  
ね じ は ま た 、 ね じ 山 が 骨 内 に 深 く 延 在 し な い た め 、 ね じ の 引 き 抜 き 強 度 が 低 下 す る 。 外 科  
医 が ね じ を 除 去 す る ま で 、 ね じ が 骨 内 の 所 定 の 位 置 に 留 ま る こ と が 重 要 で あ る た め 、 ね じ  
の 引 き 抜 き 強 度 は 、 医 療 処 置 に お け る ね じ 性 能 の 重 要 な パ ラ メ ー タ で あ る 。 し た が っ て 、  
引 き 抜 き 強 度 を 損 な わ な い 、 ト ル ク 挿 入 要 件 が 低 減 さ れ た 骨 ね じ が 必 要 と さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 は 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 比 較 し て 、 提 供 さ れ る 骨 ね じ の 引 き 抜 き 強 度 を 維 持 し な が  
ら 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 比 較 し て 、 ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込 む と き に 低 減 さ れ た 挿 入 ト ル ク を  
有 す る 、 新 し く 革 新 的 な 骨 ね じ を 提 供 す る 。 提 供 さ れ る 骨 ね じ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の 一  
部 は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 し 、 こ れ は 、 提 供 さ れ る 骨 ね じ を 挿 入 す る た め に 必  
要 と さ れ る ト ル ク の 低 減 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 技 術 的 特 徴 に 照 ら し て 、 限 定 す る も の で は な い が 、 別 様 に 規 定 さ  
れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 と 組 み 合 わ さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ の 態 様 で は 、 遠 位 端  
の 反 対 側 に 近 位 端 を 有 す る 骨 ね じ が 提 供 さ れ る 。 骨 ね じ は 、 遠 位 端 に 隣 接 す る 第 １ の 部 分  
と 、 第 ２ の 部 分 と 、 近 位 端 に 隣 接 す る 第 ３ の 部 分 と を 含 む 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 が 、 骨 ね  
じ の 少 な く と も 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 に 及 ぶ 。 第 ２ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 第 １ の  
部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ れ 得 る  
本 出 願 の 開 示 の 第 ２ の 態 様 で は 、 第 １ の 部 分 内 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 及 び 第 ２ の 部 分 内 の  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 等 し い ね じ 山 深 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ の 又 は 第 ２ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ３ の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の 各 回 転 部  
は 、 等 し く 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ３ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ４ の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 に お け る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の 各 回 転  
部 の そ れ ぞ れ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 第 ２ の 部 分 と 第 １ の 部 分 と の 界 面 か ら 近 位 端 に  
向 か っ て 互 い に 対 し て 徐 々 に 縮 小 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ４ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
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れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ５ の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延  
在 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ５ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ６ の 態 様 で は 、 骨 ね じ は 無 頭 骨 ね じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ６ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ７ の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 第 ２ の 部 分 内 の  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 湾 曲 フ ラ ン ク を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ７ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ８ の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 第 ２ の 部 分 内 の  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 １ つ の 縮 小 フ ラ ン ク と 、 １ つ の 非 縮 小 フ ラ ン ク と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 ８ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ れ 得 る  
本 出 願 の 開 示 の 第 ９ の 態 様 で は 、 骨 ね じ の 第 １ の 部 分 は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト を 含  
み 、 骨 ね じ の 第 １ の 部 分 は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト の 終 端 点 で 終 端 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ９ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ  
れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ０ の 態 様 で は 、 骨 ね じ の 第 ３ の 部 分 は 、 骨 ね じ の 第 ２ の 部 分 よ  
り も 大 き い 外 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ０ の 態 様 ） と 組 み 合 わ さ れ 得  
る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ １ の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 骨 ね じ の 第 ３ の 部 分 に 及 び  
、 第 ３ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 第 ２ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 等 し い ね じ 山  
深 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ２ の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 骨 ね じ が 二 重 リ ー ド  
ね じ 又 は 三 重 リ ー ド ね じ で あ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ２ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ３ の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の ね じ 山 形 状 は 、 台 形 、  
標 準 Ｖ 、 ア ク メ 、 ボ ー ル 、 バ ッ ト レ ス 、 逆 バ ッ ト レ ス 、 及 び ウ ォ ー ム か ら な る 群 か ら 選 択  
さ れ る １ つ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ３ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ４ の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 ラ ン ド 幅 を 含 み 、 縮  
小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 第 ２ の 部 分 内 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 第 １ の 部 分 内 の １  
又 は 複 数 の ね じ 山 よ り 狭 い ラ ン ド 幅 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ４ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ５ の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 は 、 第 １ の 部 分 よ り も 大 き い 割 合  
の 骨 ね じ の 長 さ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 ２ ～ 第 １ ５ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ６ の 態 様 で は 、 骨 折 部 を 治 療 す る た め の 方 法 は 、 骨 折 部 を 横  
断 し て 骨 ね じ を 骨 孔 内 に 設 置 す る こ と を 含 む 。 骨 ね じ は 、 遠 位 端 の 反 対 側 の 近 位 端 と 、 遠  
位 端 に 隣 接 す る 第 １ の 部 分 と 、 第 ２ の 部 分 と 、 近 位 端 に 隣 接 す る 第 ３ の 部 分 と を 有 す る 。  
骨 ね じ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 を 含 む 。 第 ２ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 第 １ の 部 分  
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の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ６ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ７ の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 内 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 は 、 設 置  
の 間 、 第 １ の 部 分 内 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 よ り 少 な い 骨 孔 と の 摩 擦 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ７ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ８ の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 の ラ ン ド の  
み が 、 設 置 中 に 骨 孔 と 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ６ か ら 第 １ ８ の 態 様 ） と 組 み  
合 わ さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ９ の 態 様 で は 、 本 方 法 は 更 に 、 プ レ ー ト を 骨 ね じ と と も  
に 設 置 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 様 に 規 定 さ れ な い 限 り 、 任 意 の 他 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ～ 第 １ ９ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
さ れ 得 る 本 出 願 の 開 示 の 第 ２ ０ の 態 様 で は 、 骨 ね じ の 第 １ 及 び 第 ２ の 部 分 は 、 骨 孔 内 に 設  
置 さ れ る が 、 骨 ね じ の 第 ３ の 部 分 は 、 骨 孔 内 に 設 置 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 開 示 さ れ る 方 法 及 び 装 置 の 追 加 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 及 び 図 面 に 記 載 さ  
れ 、 そ れ ら か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 特 徴 及 び 利 点 は 、 包 括 的 で  
は な く 、 特 に 、 多 く の 追 加 の 特 徴 及 び 利 点 が 、 図 及 び 説 明 を 考 慮 し て 、 当 業 者 に 明 白 と な  
る で あ ろ う 。 更 に 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 言 語 は 、 主 に 読 み や す さ 及 び 説 明 目 的 の た め に  
選 択 さ れ て お り 、 本 発 明 の 主 題 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 ね じ の ね じ 山 形 状 の 構 成 要 素 を 示 す 概 略 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 ２ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 部 分 を 有 す る １ 又 は  
複 数 の ね じ 山 を 有 す る 例 示 的 な 骨 ね じ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 ３ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 さ な い ね じ 山 と 比 較 し て  
縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 を 示 す 、 図 ２ の 例 示 的 な 骨 ね じ の 一 部 の  
拡 大 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 ４ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 図 ３ の 縮 小 フ ラ  
ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 ５ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 片 側 縮 小 フ ラ ン  
ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 ６ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 鏡 映 縮 小 フ ラ ン  
ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 ７ Ａ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 非 平 行 縮 小 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 非 平 行 縮 小 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 ８ 】 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し た 非 線 形 縮 小 フ ラ  
ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 ９ 】 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 部 分 を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 を 有 す る 例  
示 的 な 骨 ね じ と 比 較 し た 、 典 型 的 な 骨 ね じ の 予 想 さ れ る 性 能 を 示 す グ ラ フ を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 開 示 は 、 概 し て 、 骨 ね じ に 関 し 、 具 体 的 に は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 伴 う 部 分  
を 含 む 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 を 伴 う 骨 ね じ に 関 す る 。 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル 部 分 は 、  
ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込 む の に 必 要 な ト ル ク の 量 を 低 減 さ せ る の に 役 立 つ 。 縮 小 フ ラ ン ク プ  
ロ フ ァ イ ル の ね じ 山 は 、 他 の ね じ 山 よ り も 小 さ い フ ラ ン ク 幅 で 形 成 さ れ る 。 縮 小 フ ラ ン ク  
プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 は 、 最 初 に 骨 に 挿 入 さ れ る ね じ の 端 部 （ 例 え ば 、 ね じ の 先 端  
） か ら 離 れ て い る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 提 供 さ れ る 骨 ね じ は 、 ね じ の ね じ 山 の 残 り の 部  
分 （ 例 え ば 、 ね じ の シ ャ フ ト 内 ） よ り も 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 の 一  
部 分 を そ の 挿 入 端 部 （ 例 え ば 、 先 端 ） に 含 む 。 骨 ね じ は 、 よ り 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ  
ル ね じ 山 を 有 す る こ の 部 分 に 切 削 フ ル ー ト を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 挿 入 端 部 又 は 先 端 に お け る よ り 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル の ね じ 山 は 、 ね じ の シ ャ フ  
ト 領 域 に お け る 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル の ね じ 山 よ り も 対 応 し て 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ  
ァ イ ル を 有 す る 、 骨 の 内 部 （ 例 え ば 、 生 成 さ れ た 骨 孔 内 ） の 対 応 す る 雌 ね じ 山 を 作 成 す る  
。 提 供 さ れ た 骨 ね じ が 骨 の 中 に 押 し 込 ま れ 、 シ ャ フ ト の 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ね じ 山  
が よ り 大 き な 内 部 雌 ね じ 山 を 通 っ て 移 動 す る に つ れ て 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ね じ 山  
と 骨 と の 間 の 接 触 が 減 少 す る た め 、 骨 と 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ね じ 山 と の 間 の 摩 擦 が  
減 少 す る 。 骨 接 触 の 低 減 を 達 成 す る た め に 、 後 述 す る よ う に 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 様  
々 な 方 法 で 低 減 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 部 の 態 様 で は 、 各 ね じ 山 の 表 面 全 体 が 骨 の  
内 部 雌 ね じ 山 に 接 触 す る 典 型 的 な 骨 ね じ と 比 較 し て 、 そ れ ら の 縮 小 フ ラ ン ク の た め 、 縮 小  
フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ね じ 山 の 最 外 先 端 （ 例 え ば 、 ラ ン ド ） の み が 、 骨 の よ り 大 き い 内 部  
雌 ね じ 山 に 接 触 す る 。 提 供 さ れ る 骨 ね じ に よ っ て 生 成 さ れ る 摩 擦 の 低 減 は 、 し た が っ て 、  
提 供 さ れ る 骨 ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込 む た め に 必 要 と さ れ る ト ル ク を 低 減 さ せ る 。 し た が っ  
て 、 必 要 と さ れ る ト ル ク の 低 減 は 、 外 科 医 が ね じ の 頭 部 を 押 し 込 み ツ ー ル で 剥 が し た り 、  
ね じ の 頭 部 を 剪 断 し た り す る 可 能 性 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 加 え て 、 骨 折 部 を 治 療 す る た め な ど 、 骨 内 に ね じ を 挿 入 す る こ と を 含 む 外 科 的 処 置 で は  
、 骨 が 治 癒 す る の に 十 分 な 固 定 を 提 供 す る た め に 、 ね じ が 骨 内 に 良 好 に 固 定 さ れ た ま ま で  
あ る こ と が 重 要 で あ る 。 し た が っ て 、 骨 ね じ は 高 い 引 き 抜 き 強 度 を 有 し て い な け れ ば な ら  
な い 。 提 供 さ れ る 骨 ね じ の 引 き 抜 き 強 度 は 、 ね じ の 外 径 が 不 変 の ま ま で あ る た め 、 縮 小 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 に よ っ て 影 響 さ れ な い 。 し た が っ て 、 本 開 示 の 骨 ね じ  
は 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 比 較 し て 、 引 き 抜 き 強 度 を 維 持 し な が ら 、 ね じ を 骨 の 中 に 押 し 込 む  
の に 必 要 な ト ル ク 力 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 、 提 供 さ れ る 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ （ 図 ２ ） な ど の ほ と ん ど 又 は 全 て の ね じ に 適  
用 可 能 な ね じ 山 形 状 １ ０ ０ の 種 々 の 一 般 的 な 構 成 要 素 を 示 す 例 示 的 な ね じ 山 形 状 １ ０ ０ の  
概 略 図 を 示 し て い る 。 ね じ 山 形 状 １ ０ ０ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ 、 谷 底 １ ０ ６ 、 及 び 谷 底 １ ２ ２  
を 含 む ね じ 山 １ ０ ２ を 含 む 。 谷 底 １ ０ ６ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ を 次 の 隣 接 す る ね じ 山 １ ２ ４ に  
結 合 す る 。 谷 底 １ ２ ２ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ を 次 の 隣 接 す る ね じ 山 １ ３ ４ に 結 合 す る 。 ラ ン ド  
１ ０ ４ は 、 ラ ン ド 幅 １ ２ ８ を 有 す る 。 ね じ 山 １ ０ ２ は ま た 、 フ ラ ン ク １ ０ ８ 及 び フ ラ ン ク  
１ １ ８ を 含 む 。 フ ラ ン ク １ ０ ８ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ と 谷 底 １ ０ ６ と を 接 合 す る ね じ 山 １ ０ ２  
の 側 面 で あ る 。 フ ラ ン ク １ １ ８ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ と 谷 底 １ ２ ２ と を 接 合 す る ね じ 山 １ ０ ２  
の 側 面 で あ る 。 ね じ 山 １ ０ ２ は 、 フ ラ ン ク 角 １ １ ０ を 有 す る と 見 な す こ と が で き る 。 例 え  
ば 、 図 示 の よ う に 、 フ ラ ン ク 角 １ １ ０ は 、 フ ラ ン ク １ ０ ８ と ね じ の 軸 に 垂 直 な 平 面 １ １ ８  
と の 間 で 測 定 さ れ る 角 度 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 ね じ 山 １ ０ ２ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 ね じ 山 １ ０ ２ の フ ラ ン ク １ ０ ８ 及 び フ ラ ン ク  
１ １ ８ 上 の 対 向 す る 点 の 間 の 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ に よ っ て 画 定 さ れ 得 る 。 距 離 又 は 幅 １ ３ ０  
は 、 ね じ 山 １ ０ ２ の 中 心 軸 １ ２ ０ に 対 し て 常 に 垂 直 で あ る 。 ね じ 山 １ ０ ２ は ラ ン ド １ ０ ４  
よ り も 谷 底 １ ０ ６ 及 び １ ２ ２ の 近 く で よ り 幅 広 で あ る た め 、 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ は 、 フ ラ ン  
ク １ ０ ８ 及 び １ １ ８ 上 の 異 な る 対 向 す る 点 の 間 で 異 な る （ 例 え ば 、 中 心 軸 １ ２ ０ に 沿 っ て  
ラ ン ド １ ０ ４ に よ り 近 い 又 は そ れ か ら よ り 遠 い 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ を 測 定 す る ） こ と が 理 解  
さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 明 細 書 で は 、 よ り 小 さ い 又 は 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 を 参 照 す る 。  
本 明 細 書 で 使 用 さ れ る よ う に 、 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ が 、 中 心 軸 １ ２ ０ に 沿 っ た 同 一 の 位 置 付  
け に お け る ２ つ の 異 な る ね じ 山 に 対 し て 測 定 さ れ る と 仮 定 す る と 、 よ り 小 さ い 距 離 又 は 幅  
１ ３ ０ を 有 す る ね じ 山 は 、 よ り 小 さ い 又 は 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る と 見 な さ れ  
る 。 少 な く と も 一 部 の 例 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 は 、 よ り 大 き い  
フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル か 、 又 は 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 と 等 し い フ ラ  
ン ク 角 １ １ ０ を 有 す る 。 か か る 場 合 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 の ラ ン ド  
幅 １ ２ ８ は 、 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 の ラ ン ド 幅 １ ２ ８ よ り も 狭 く 、  
よ り 小 さ い 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ に 適 応 す る が 、 フ ラ ン ク 角 １ １ ０ は 等 し い 。 例 え ば 、 ね じ 山  
１ ２ ４ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ と 比 較 し て 、 よ り 小 さ い 又 は 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 し 、  
ね じ 山 １ ０ ２ の 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ と 同 一 の 中 心 軸 １ ０ ２ に 沿 っ た 位 置 で 測 定 さ れ た 距 離 又  
は 幅 １ ３ ８ を 有 し て 図 示 さ れ る 。 距 離 又 は 幅 １ ３ ８ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ の ラ ン ド 幅 １ ２ ８ よ  
り も 狭 い ラ ン ド 幅 １ ４ ０ を 有 す る ね じ 山 １ ２ ４ に 起 因 し て 、 距 離 又 は 幅 １ ３ ０ よ り も 小 さ  
い 。 加 え て 、 こ の 例 で は 、 ね じ 山 １ ２ ４ の フ ラ ン ク 角 １ ４ ２ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ の フ ラ ン ク  
角 １ １ ０ に 等 し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ね じ は ま た 、 ね じ の 軸 と 谷 底 １ ０ ６ と の 間 の 距 離 １ １ ２ の ２ 倍 の 測 定 値 で あ る 、 小 径 を  
含 む 。 ピ ッ チ 直 径 は 、 ね じ の 軸 と ね じ 山 １ ０ ２ 上 の 位 置 と の 間 の 距 離 １ １ ４ の ２ 倍 で あ る  
測 定 値 で あ り 、 等 し い 量 の 距 離 が 、 ね じ 山 の 中 実 部 分 上 の フ ラ ン ク 間 及 び ね じ 山 間 の 空 間  
内 に 存 在 す る 。 外 径 は 、 ね じ の 軸 と ラ ン ド １ ０ ４ と の 間 の 距 離 １ １ ６ の ２ 倍 で あ る 測 定 値  
で あ る 。 ね じ の 各 ね じ 山 は ま た 、 ね じ 山 深 さ １ ３ ６ （ 例 え ば 、 ね じ 山 高 さ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ を 示 し て い る 。 一 部 の 態 様 で は 、  
骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 無 頭 ね じ で あ り 得 る 。 他 の 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 そ の 近 位 端 に ね  
じ 頭 部 ２ ０ ８ を 含 む 。 ね じ 頭 部 １ ０ ８ は 、 任 意 の 好 適 な 形 状 （ 例 え ば 、 平 坦 頭 部 、 皿 頭 部  
、 円 形 頭 部 、 ト ラ ス 頭 部 、 楕 円 形 頭 部 、 平 頭 頭 部 、 ラ ッ パ 頭 部 な ど ） を と っ て も よ く 、 種  
々 の 押 し 込 み ツ ー ル を 受 容 す る よ う に 、 任 意 の 好 適 な 外 部 又 は 内 部 ド ラ イ バ イ ン タ ー フ ェ  
ー ス （ 例 え ば 、 ス ロ ッ ト 付 き 頭 部 、 フ ィ リ ッ プ ス 頭 部 、 ア レ ン 頭 部 、 正 方 形 頭 部 、 セ キ ュ  
リ テ ィ 頭 部 、 六 角 形 、 六 葉 体 な ど ） を 有 し て も よ い 。 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ  
山 ２ ０ ２ を 含 む 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 任 意 の 好 適 な 構 成 （ 例 え ば 、 単 一 リ ー ド  
、 二 重 リ ー ド 、 三 重 リ ー ド な ど ） を 有 す る こ と が で き る 。 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 単 一  
の ね じ 山 ２ ０ ２ を 有 し て 示 さ れ て い る 。 一 部 の 例 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 ね  
じ 頭 部 ２ ０ ８ か ら ね じ ２ ０ ０ の 遠 位 端 （ 例 え ば 、 先 端 ） ま で の ね じ ２ ０ ０ の 全 長 を 覆 う こ  
と が で き る 。 他 の 例 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 部 分 的 に ね じ 切 り さ れ て も よ く 、 １ 又 は 複 数  
の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 遠 位 端 か ら ね じ 頭 部 ２ ０ ８ の 前 の ね じ ２ ０ ０ 上 の 位 置 ま で の 特 定 の 距  
離 の み を カ バ ー し て も よ い 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 任 意 の 好 適 な ね じ 山 形 状 （ 例  
え ば 、 台 形 、 標 準 Ｖ 、 ア ク メ 、 ボ ー ル 、 バ ッ ト レ ス 、 逆 バ ッ ト レ ス 、 ウ ォ ー ム な ど ） を 有  
す る こ と が で き る 。 図 ２ は 、 例 え ば 、 台 形 ね じ 山 形 状 を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２  
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 外 科 用 ね じ の た め の 任 意 の 適 切 な 医 療 グ レ ー ド の 材 料 か ら 構  
築 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 チ タ ン 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 コ バ ル ト ク ロ ム 、 炭 素 繊  
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維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 、 ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 、 並 び に 他 の 適 切 な プ ラ ス チ ッ ク 及 び  
金 属 か ら 構 築 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 第 １ の 部 分  
２ ０ ６ 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ を 含 む 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の  
第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 遠 位 端 に 隣 接 す る 骨 ね じ ２ ０ ０ の 先 端 領 域 で あ る 。  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 中 間 領 域 を 含 む 。 １ 又  
は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 ね じ ２ ０ ８ の 近 位 端 （ 例 え ば 、 頭 部 ２ ０ ８  
） に 隣 接 す る 領 域 を 含 む 。 一 部 の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 第 ３ の 部 分 ２  
１ ２ を 含 ま ず 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の そ の 部 分 は 、 代 わ り に ね じ 山 が な い 。 別 の 言 い 方 を す れ ば  
、 か か る 態 様 で は 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 例 え ば 、 非 係 止 ね じ な ど を 用 い て ね じ 切 り さ れ  
て い な い 。 図 ２ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ 、 及 び 第 ３ の 部  
分 ２ １ ２ （ こ の 例 で は ね じ 山 付 き ） の １ つ の 例 示 的 な 描 写 を 示 す が 、 他 の 例 で は 、 骨 ね じ  
２ ０ ０ は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ 、 及 び 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ の 他 の 適 切 な 描  
写 を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の ４ つ の 回  
転 部 を 含 む よ う に 示 さ れ て い る 。 他 の 例 で は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山  
２ ０ ２ の ４ 回 転 部 よ り も 多 い 又 は 少 な い 回 転 部 を 含 む こ と が で き る が 、 い ず れ の 例 で も 、  
第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 先 端 領 域 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 １  
又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の １ つ 、 ２ つ 、 ３ つ 、 ４ つ 、 ５ つ 、 若 し く は ６ つ の 回 転 部 、 又 は  
そ の 一 部 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の ね じ 山 は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２  
の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の ね じ 山 と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 。 １ 又  
は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 １ 又 は 複 数 の  
ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ が 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の フ  
ラ ン ク 上 の 同 一 の 位 置 と 比 較 し て 、 そ の フ ラ ン ク （ 例 え ば 、 典 型 的 な ね じ 山 １ ０ ２ の フ ラ  
ン ク １ ０ ８ 及 び １ １ ８ ） 上 の 対 向 す る 点 間 の よ り 小 さ い 距 離 又 は 幅 （ 例 え ば 、 ね じ 山 １ ０  
２ の 幅 １ ３ ０ ） を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の  
部 分 ２ ０ ４ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ と 比 較 し て よ り 狭 い ラ ン ド  
幅 （ 例 え ば 、 ね じ 山 １ ０ ２ の ラ ン ド 幅 １ ２ ８ と 比 較 し た ね じ 山 １ ２ ４ の ラ ン ド 幅 １ ４ ０ ）  
を 有 し て も よ い 。 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 遠 位 端 （ 例 え ば 、 先 端 ） に 隣 接 し  
て お り 、 そ の 結 果 、 よ り 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル 又 は 非 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を  
有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有  
す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ よ り も 相 応 に 大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ  
イ ル を 有 す る 雌 ね じ 山 を 骨 の 内 部 に （ 例 え ば 、 骨 孔 内 に ） 形 成 す る 。 し た が っ て 、 骨 ね じ  
２ ０ ０ が 骨 の 中 に 押 し 込 ま れ る に つ れ て 、 生 成 さ れ た 内 部 雌 ね じ 山 と 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ  
ァ イ ル を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ と の 間 の 摩 擦 が 低 減 さ れ る 。 内 部 雌 ね じ 山 が 、  
縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ よ り も 対 応 し て 大 き い フ ラ  
ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る た め 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山  
２ ０ ２ が 骨 に 接 触 す る こ と が 少 な く な る た め 、 摩 擦 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 部 の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第  
２ の 部 分 ２ ０ ４ の 全 長 に 沿 っ て 等 し く 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 。 別 の 言  
い 方 を す れ ば 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ に お け る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 各 回 転 部 は 、 か か  
る 態 様 で は 同 じ フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル 、 す な わ ち 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 。 他  
の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、  
第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 長 さ の 少 な く と も セ グ メ ン ト に 沿 っ て （ 例 え ば 、 徐 々 に ） 減 少 又 は 縮  
小 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 か か る 他 の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ に お け る １ 又 は  
複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 は 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ よ り も 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ に 近 い 、 よ り  
大 き い フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 縮 小 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る が 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 １ 又  
は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ と 比 較 し て 等 し い ね じ 山 深 さ （ 例 え ば 、 高 さ ）  
を 有 す る 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ と 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ と の 間 の 等  
し い ね じ 山 深 さ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の ラ ン ド が 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の  
第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 及 び 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 全 体 を 通 し て 、 骨 孔 の 内 部 雌 ね じ 山 に 接 触 す る  
こ と を 可 能 に す る 。 こ の よ う に し て １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の ラ ン ド と 内 部 雌 ね じ 山 と  
の 接 触 を 維 持 す る こ と は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 引 き 抜 き 強 度 を 維 持 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 種 々 の 例 に お い て 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ を 含 み 得 る 。 当  
業 者 は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ が 、 骨 ね じ ２ ０ ０ が 骨 の 中 に 押 し 込 ま れ 得 る よ  
う に 、 骨 の 中 に 経 路 を 切 削 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。 し た が っ て 、  
１ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ は 、 図 示 さ れ た も の 以 外 の 他 の 好 適 な 構 成 を 有 し て も よ  
い 。 一 部 の 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ が １ 又 は 複  
数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ の 終 端 点 で 終 端 す る よ う に 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ に  
対 応 す る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 か か る 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、  
１ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ が 終 了 し た 後 に 始 ま る 。 他 の 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の  
第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ と 重 な り 合 っ て も よ い 。 更 に 他 の  
態 様 で は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の 切 削 フ ル ー ト ２ １ ０ の 終 端 を 越 え て 延 在 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 種 々 の 態 様 に お い て 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第  
１ の 部 分 ２ ０ ６ 及 び 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ よ り も 大 き い 外 径 及 び ／ 又 は 内 径 を 含 む 。 例 え ば 、  
図 ２ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 外 径 及 び 内 径 が 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ に お い て 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４  
と の 界 面 か ら 頭 部 ２ ０ ８ ま で 徐 々 に 増 加 す る 、 １ つ の か か る 態 様 を 示 し て い る 。 他 の 態 様  
で は 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 直 径 に 等 し い 長 径 又 は 短 径 を 含 む こ と が  
で き る 。 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、  
第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 及 び 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ と 等 し い ね じ 山 深 さ  
（ 例 え ば 、 ね じ 山 １ ０ ２ の ね じ 山 深 さ １ ３ ４ ） を 有 す る 。 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 例  
示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ が 設 置 さ れ る と き に 骨 に 入 ら な  
い 。 例 え ば 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 代 わ り に 、 骨 ね じ ２ ０ ０ と と も に 設 置 さ れ る プ レ ー ト  
と 界 面 接 触 し て も よ い 。 か か る 態 様 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ３ の 部 分 ２ １ ２  
は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク を 有 し  
て も よ く 、 又 は 有 さ な く て も よ い 。 一 部 の 例 で は 、 第 ３ の 部 分 ２ １ ２ は 、 上 述 の よ う に ね  
じ 切 り さ れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 及 び 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の セ グ メ ン ト を 含 む 例 示 的 な 骨 ね じ ２  
０ ０ の 断 面 の 拡 大 図 を 示 し て い る 。 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の ね  
じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ８ を 含 み 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ は 、 １ 又 は 複 数 の ね  
じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ を 含 む 。 回 転 部 ３ ０ ８ は 、 一 部 の 例 で は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 各 回 転 部 を 表 す こ と が で き る 。 回 転 部 ３ ０ ６ は 、 一 部 の 例 で  
は 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 各 回 転 部 を 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ  
イ ル を 示 す た め に 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ８ の 輪 郭  
を 描 く フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ が 示 さ れ て お り 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 同 一  
の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ０ が 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の 上 に 投 影  
さ れ て い る 。 図 示 の よ う に 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の  
ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ８ と 比 較 し て 縮 小 さ れ た フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る た め 、  
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１ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク と フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ０ と の  
間 に 間 隙 が 存 在 す る 。 ま た 、 こ の 例 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ 及 び  
３ ０ ８ が 等 し い フ ラ ン ク 角 を 有 す る た め 、 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク が フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ  
ル ３ １ ０ の フ ラ ン ク 部 分 に 平 行 で あ る （ 例 え ば 、 間 隙 が 一 貫 し て い る ） こ と も 示 さ れ て い  
る 。 こ の 例 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０  
２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の ラ ン ド 幅 と 比 較 し て 、 低 減 さ れ た 、 又 は よ り 短 い ／ よ り 狭 い ラ ン ド 幅  
（ 例 え ば 、 上 述 の ね じ 山 １ ０ ２ の ラ ン ド 幅 １ ２ ８ と 比 較 し た ね じ 山 １ ２ ４ の ラ ン ド 幅 １ ４  
０ ） を 有 し 、 こ れ は 、 回 転 部 ３ ０ ８ の 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を も た ら す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３  
０ ６ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部  
３ ０ ８ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル と 比 較 し て 、 か な り 最 小 限 に 低 減 さ れ る 。 例 え ば 、 １ 又 は  
複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 過 度 に 縮 小 さ せ る こ と は 、  
回 転 部 ３ ０ ６ の 強 度 を 不 利 に 損 な う 可 能 性 が あ り 、 こ れ は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ を 早 期 に 故 障 さ  
せ る 可 能 性 が あ り 、 望 ま し く な い 。 加 え て 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の  
ラ ン ド が 維 持 さ れ な け れ ば な ら ず 、 こ れ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の  
フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル が 縮 小 さ れ 得 る 量 を 制 限 す る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ 内 の  
１ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ  
山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ６ の そ れ ぞ れ の フ ラ ン ク と 、 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ 内 の １ 又 は 複 数 の ね  
じ 山 ２ ０ ２ の 回 転 部 ３ ０ ８ に よ っ て 作 成 さ れ た （ 例 え ば 、 骨 孔 内 の ） 内 部 雌 ね じ 山 と の 間  
の 接 触 を 十 分 に 低 減 又 は 排 除 す る の に 十 分 な だ け 縮 小 さ れ る 。 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク と  
内 部 雌 ね じ 山 と の 間 の 接 触 が 低 減 又 は 排 除 さ れ る が 、 回 転 部 ３ ０ ６ の ラ ン ド は 、 依 然 と し  
て 、 骨 ね じ ２ ０ ０ の 設 置 中 に 内 部 雌 ね じ 山 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ね じ 山 の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル は 、 種 々 の 方 法 で 縮 小 さ せ る こ と が で  
き る 。 一 態 様 で は 、 図 １ ～ 図 ３ に 関 連 し て 上 述 し た よ う に 、 ね じ 山 の フ ラ ン ク の 両 方 は 、  
ね じ 山 の フ ラ ン ク の い ず れ も 骨 ね じ の 先 頭 部 分 に よ っ て 形 成 さ れ た 内 部 雌 ね じ 山 に 接 触 し  
な い よ う に 低 減 さ れ て も よ い 。 図 ４ は 、 回 転 部 ３ ０ ８ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 比  
較 し て 、 回 転 部 ３ ０ ６ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ４ ０ ０ を 示 す こ と に よ っ て 、 こ の 態 様 を 更  
に 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ４ ０ ０ の フ ラ ン ク は 、 フ ラ ン ク プ ロ  
フ ァ イ ル ３ １ ２ の そ れ ぞ れ の フ ラ ン ク に 平 行 で あ る 。 他 の 例 で は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル  
４ ０ ０ の フ ラ ン ク の う ち の １ つ は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ の そ の そ れ ぞ れ の フ ラ ン  
ク に 対 し て 非 平 行 で あ っ て も よ く （ す な わ ち 、 そ れ と 異 な る フ ラ ン ク 角 を 有 し て も よ く ）  
、 又 は フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ４ ０ ０ の 両 方 の フ ラ ン ク は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ の  
そ の そ れ ぞ れ の フ ラ ン ク に 対 し て 非 平 行 で あ っ て も よ い （ す な わ ち 、 そ れ と 異 な る フ ラ ン  
ク 角 を 有 し て も よ い ） （ 図 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 別 の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 は 、 縮 小 し た １ つ の フ ラ ン ク  
の み を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ５ は 、 回 転 部 ３ ０ ８ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 比  
較 し た 、 ね じ 山 回 転 部 の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ラ  
ン ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ の フ ラ ン ク ５ ０ ２ は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 比 較 し て 縮  
小 さ れ て い る が 、 フ ラ ン ク ５ ０ ４ は 縮 小 さ れ て お ら ず 、 そ れ に よ っ て フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ  
ル ３ １ ２ と 重 な り 合 っ て い る 。 少 な く と も 一 部 の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク ５ ０ ２ は 、 ね じ  
山 回 転 部 の 前 側 に あ り 、 一 方 、 非 縮 小 フ ラ ン ク ５ ０ ４ は 、 ね じ 山 回 転 部 の 後 側 に あ る 。 こ  
の よ う に し て 、 骨 ね じ （ 例 え ば 、 骨 ね じ ２ ０ ０ ） が 骨 の 中 に 押 し 込 ま れ る と 、 挿 入 中 に 骨  
の 中 に 押 し 付 け ら れ る ね じ 山 回 転 部 の 前 側 が 骨 に 接 触 し な い た め 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ  
イ ル を 有 す る ね じ 山 回 転 と 骨 と の 間 の 摩 擦 が 低 減 さ れ る 。 挿 入 中 に 依 然 と し て 骨 に 接 触 す  
る ね じ 山 回 転 部 の 後 側 は 、 挿 入 ト ル ク に ほ と ん ど 寄 与 し な い 。 そ れ に よ っ て 、 フ ラ ン ク プ  
ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ を 有 す る ね じ 山 の 一 部 を 有 す る 骨 ね じ ２ ０ ０ を 挿 入 す る の に 必 要 な ト ル  
ク は 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 比 較 し て 低 減 さ れ る 。 一 部 の 例 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル  
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を 有 す る ね じ 山 の 部 分 （ 例 え ば 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ ） に お け る 各 ね じ 山 回 転 部 は 、 フ ラ ン  
ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 別 の 態 様 で は 、 骨 ね じ （ 例 え ば 、 骨 ね じ ２ ０ ０ ） の ね じ 山 （ 複 数 可 ） の 縮 小 フ ラ ン ク プ  
ロ フ ァ イ ル 部 分 （ 例 え ば 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ ） に お け る ね じ 山 回 転 部 の う ち の 少 な く と も  
一 部 は 、 図 ６ に よ っ て 示 さ れ る も の な ど の 鏡 映 縮 小 フ ラ ン ク を 有 し て も よ い 。 隣 接 す る 非  
縮 小 ね じ 山 回 転 部 の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ０ は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ２ 及  
び ６ ０ ４ と 重 な っ て 示 さ れ て い る 。 示 さ れ る よ う に 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ２ は  
、 ね じ 山 の 回 転 部 の 後 側 の 縮 小 フ ラ ン ク ６ ０ ６ と 、 前 側 の 非 縮 小 フ ラ ン ク ６ ０ ８ と を 含 む  
。 逆 に 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ４ は 、 後 側 の 非 縮 小 フ ラ ン ク ６ １ ０ と 、 前 側 の 縮  
小 フ ラ ン ク ６ １ ２ と を 含 む 。 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ２ の 鏡 映 縮 小 フ ラ ン ク は 、 例  
え ば 、 骨 折 部 の 両 側 に 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ２ 及 び ６ ０ ４ を 有 す る ね じ 山 回 転 部  
で 、 骨 ね じ ２ ０ ０ が 骨 折 部 に わ た っ て 設 置 さ れ る 場 合 、 有 益 で あ り 得 る 。 か か る 例 で は 、  
フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ２ を 有 す る ね じ 山 回 転 部 は 、 そ れ が 設 置 さ れ る 骨 片 を 他 の 骨 片  
に 向 か っ て 押 す こ と が で き る 。 同 様 に 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ６ ０ ４ を 有 す る ね じ 山 回 転  
部 は 、 そ れ が 設 置 さ れ て い る 骨 片 を 他 の 骨 片 に 向 か っ て （ す な わ ち 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ  
ル ６ ０ ２ を 有 す る ね じ 山 回 転 部 の 反 対 方 向 に ） 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 別 の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 は 、 対 応 す る 非 縮 小 フ ラ ン ク  
プ ロ フ ァ イ ル と は 異 な る フ ラ ン ク 角 を 有 す る 縮 小 フ ラ ン ク を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば  
、 図 ７ Ａ は 、 回 転 部 ３ ０ ８ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 比 較 し た 、 ね じ 山 回 転 部 の フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ ０ ０ の  
フ ラ ン ク は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ の フ ラ ン ク に 対 し て 非 平 行 で あ る 。 こ れ は 、 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ ０ ０ の フ ラ ン ク が 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ の フ ラ ン ク と は 異  
な る フ ラ ン ク 角 を 有 す る か ら で あ る 。 加 え て 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ ０ ０ は 、 フ ラ ン ク  
プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ よ り も 狭 い ラ ン ド を 含 む 。 別 の 例 で は 、 図 ７ Ｂ は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ  
イ ル ３ １ ２ と 等 し い ラ ン ド 幅 を 含 む が 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ の フ ラ ン ク と は 異 な  
る フ ラ ン ク 角 を 有 す る フ ラ ン ク も 有 す る 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ １ ０ を 示 し て い る 。 フ  
ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ７ １ ０ は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 等 し い ラ ン ド 幅 を 含 む 。 一  
部 の 態 様 で は 、 （ 例 え ば 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ と 同 様 に ） フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル  
７ ０ ０ 及 び ７ １ ０ の う ち の １ つ の フ ラ ン ク の み が 低 減 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 別 の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 は 、 非 線 形 で あ る 縮 小 フ ラ ン  
ク を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ８ は 、 回 転 部 ３ ０ ８ の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ３ １ ２ と 比 較  
し た 、 ね じ 山 回 転 部 の フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ８ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ラ ン  
ク プ ロ フ ァ イ ル ８ ０ ０ の フ ラ ン ク は 湾 曲 し て い る 。 他 の 例 で は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ８  
０ ０ の 一 方 又 は 両 方 の フ ラ ン ク は 、 他 の 適 切 な 非 線 形 形 状 を 有 し て も よ い 。 一 部 の 態 様 で  
は 、 （ 例 え ば 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ と 同 様 に ） フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ８ ０ ０ の 一  
方 の フ ラ ン ク の み が 低 減 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 種 々 の 態 様 で は 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る ね じ 山 の 部 分 （ 例 え ば 、 第 ２ の 部  
分 ２ ０ ４ ） に お け る 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の 各 ね じ 山 回 転 部 は 、 同 じ タ イ プ の 縮 小 フ ラ ン  
ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 各 ね じ 山 回 転 部 は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ  
ル ５ ０ ０ を 有 し て も よ い 。 他 の 態 様 で は 、 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 そ の 第 ２ の 部 分 ２ ０  
４ に ２ つ 以 上 の タ イ プ の 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 第 ２ の 部 分  
２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 回 転 部 は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ５ ０ ０ を 有 す る こ と が で き  
、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の １ 又 は 複 数 の 異 な る ね じ 山 回 転 部 は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル ８ ０ ０  
を 有 す る こ と が で き る 。 別 の 例 で は 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 第 １ の ね じ 山 は 、 フ ラ ン ク プ ロ  
フ ァ イ ル ７ ０ ０ を 有 し て も よ く 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ の 第 ２ の ね じ 山 は 、 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ  
イ ル ７ １ ０ を 有 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ は 、 縮 小 フ ラ ン ク 部 分 （ 例 え ば 、 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ ） を 有 す る 提 供 さ れ た 骨 ね じ （  
例 え ば 、 骨 ね じ ２ ０ ０ ） の 期 待 さ れ る 性 能 を 線 ９ ０ ４ に よ っ て 示 し た も の と 比 較 し て 、 典  
型 的 な 骨 ね じ の 期 待 さ れ る 性 能 を 線 ９ ０ ２ に よ っ て 示 す グ ラ フ ９ ０ ０ を 示 し て い る 。 最 初  
に 、 各 ね じ が 第 １ の 皮 質 を 貫 通 す る と き 、 各 ね じ を 設 置 す る た め に 必 要 と さ れ る ト ル ク は  
、 ほ ぼ 同 一 で あ り 得 る 。 こ れ は 、 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第  
１ の 部 分 ２ ０ ６ が 、 典 型 的 な 骨 ね じ と 同 一 で あ り 得 る か ら で あ る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、  
例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 １ の 部 分 ２ ０ ６ の フ ラ ン ク プ ロ フ  
ァ イ ル は 縮 小 さ れ な い 。 し か し な が ら 、 こ の 最 初 の 挿 入 に 続 い て 、 各 ね じ が 海 綿 骨 を 通 し  
て 押 し 込 ま れ 、 第 ２ の 皮 質 を 貫 通 す る と き 、 提 供 さ れ た 骨 ね じ ２ ０ ０ を 設 置 す る た め に 必  
要 な ト ル ク は 、 典 型 的 な 骨 ね じ よ り も 一 貫 し て 低 い （ す な わ ち 、 線 ９ ０ ４ は 線 ９ ０ ２ よ り  
も 下 で あ る ） 。 こ れ は 、 最 初 の 挿 入 に 続 い て 、 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ の １ 又 は 複 数 の ね じ  
山 ２ ０ ２ の 第 ２ の 部 分 ２ ０ ４ が 骨 孔 に 入 る か ら で あ る 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第 ２  
の 部 分 ２ ０ ４ は 、 典 型 的 な 骨 ね じ の ね じ 切 り と 比 較 し て 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ の 第  
２ の 部 分 ２ ０ ４ と 骨 孔 の 内 部 雌 ね じ 山 と の 間 の よ り 少 な い 接 触 、 し た が っ て 、 よ り 少 な い  
摩 擦 を も た ら す 、 縮 小 フ ラ ン ク プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 更 に 詳 述 し な く て も 、 当 業 者 は 、 前 述 の 説 明 を 使 用 し て 、 特 許 請 求 さ れ る 発 明 を 最 大 限  
に 利 用 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 例 及 び 態 様 は 、 単 な る 例 示  
と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 決 し て 本 開 示 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 議 論 さ れ る  
基 礎 と な る 原 理 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 上 述 さ れ た 例 の 詳 細 に 対 し て 変 更 が な さ れ 得 る こ  
と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 換 言 す れ ば 、 上 記 の 説 明 に お い て 具 体 的 に 開 示 さ れ た  
例 の 種 々 の 修 正 及 び 改 良 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 内 に あ る 。 例 え ば 、 説 明 さ れ る 種 々 の  
例 の 特 徴 の 任 意 の 好 適 な 組 み 合 わ せ が 想 定 さ れ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-508370 A 2024.2.27(14)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 2 月 6 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ は 、 提 供 さ れ る 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ （ 図 ２ ） な ど の ほ と ん ど 又 は 全 て の ね じ に 適  
用 可 能 な ね じ 山 形 状 １ ０ ０ の 種 々 の 一 般 的 な 構 成 要 素 を 示 す 例 示 的 な ね じ 山 形 状 １ ０ ０ の  
概 略 図 を 示 し て い る 。 ね じ 山 形 状 １ ０ ０ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ 、 谷 底 １ ０ ６ 、 及 び 谷 底 １ ２ ２  
を 含 む ね じ 山 １ ０ ２ を 含 む 。 谷 底 １ ０ ６ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ を 次 の 隣 接 す る ね じ 山 １ ２ ４ に  
結 合 す る 。 谷 底 １ ２ ２ は 、 ね じ 山 １ ０ ２ を 次 の 隣 接 す る ね じ 山 １ ３ ４ に 結 合 す る 。 ラ ン ド  
１ ０ ４ は 、 ラ ン ド 幅 １ ２ ８ を 有 す る 。 ね じ 山 １ ０ ２ は ま た 、 フ ラ ン ク １ ０ ８ 及 び フ ラ ン ク  
１ １ ８ を 含 む 。 フ ラ ン ク １ ０ ８ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ と 谷 底 １ ０ ６ と を 接 合 す る ね じ 山 １ ０ ２  
の 側 面 で あ る 。 フ ラ ン ク １ １ ８ は 、 ラ ン ド １ ０ ４ と 谷 底 １ ２ ２ と を 接 合 す る ね じ 山 １ ０ ２  
の 側 面 で あ る 。 ね じ 山 １ ０ ２ は 、 フ ラ ン ク 角 １ １ ０ を 有 す る と 見 な す こ と が で き る 。 例 え  
ば 、 図 示 の よ う に 、 フ ラ ン ク 角 １ １ ０ は 、 フ ラ ン ク １ ０ ８ と ね じ の 軸 に 垂 直 な 平 面 １ ３ ２
と の 間 で 測 定 さ れ る 角 度 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 開 示 の 一 態 様 に よ る 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ を 示 し て い る 。 一 部 の 態 様 で は 、  
骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 無 頭 ね じ で あ り 得 る 。 他 の 態 様 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 そ の 近 位 端 に ね  
じ 頭 部 ２ ０ ８ を 含 む 。 ね じ 頭 部 ２ ０ ８ は 、 任 意 の 好 適 な 形 状 （ 例 え ば 、 平 坦 頭 部 、 皿 頭 部  
、 円 形 頭 部 、 ト ラ ス 頭 部 、 楕 円 形 頭 部 、 平 頭 頭 部 、 ラ ッ パ 頭 部 な ど ） を と っ て も よ く 、 種  
々 の 押 し 込 み ツ ー ル を 受 容 す る よ う に 、 任 意 の 好 適 な 外 部 又 は 内 部 ド ラ イ バ イ ン タ ー フ ェ  
ー ス （ 例 え ば 、 ス ロ ッ ト 付 き 頭 部 、 フ ィ リ ッ プ ス 頭 部 、 ア レ ン 頭 部 、 正 方 形 頭 部 、 セ キ ュ  
リ テ ィ 頭 部 、 六 角 形 、 六 葉 体 な ど ） を 有 し て も よ い 。 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ  
山 ２ ０ ２ を 含 む 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 任 意 の 好 適 な 構 成 （ 例 え ば 、 単 一 リ ー ド  
、 二 重 リ ー ド 、 三 重 リ ー ド な ど ） を 有 す る こ と が で き る 。 例 示 的 な 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 単 一  
の ね じ 山 ２ ０ ２ を 有 し て 示 さ れ て い る 。 一 部 の 例 で は 、 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 ね  
じ 頭 部 ２ ０ ８ か ら ね じ ２ ０ ０ の 遠 位 端 （ 例 え ば 、 先 端 ） ま で の ね じ ２ ０ ０ の 全 長 を 覆 う こ  
と が で き る 。 他 の 例 で は 、 骨 ね じ ２ ０ ０ は 、 部 分 的 に ね じ 切 り さ れ て も よ く 、 １ 又 は 複 数  
の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 遠 位 端 か ら ね じ 頭 部 ２ ０ ８ の 前 の ね じ ２ ０ ０ 上 の 位 置 ま で の 特 定 の 距  
離 の み を カ バ ー し て も よ い 。 １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２ は 、 任 意 の 好 適 な ね じ 山 形 状 （ 例  
え ば 、 台 形 、 標 準 Ｖ 、 ア ク メ 、 ボ ー ル 、 バ ッ ト レ ス 、 逆 バ ッ ト レ ス 、 ウ ォ ー ム な ど ） を 有  
す る こ と が で き る 。 図 ２ は 、 例 え ば 、 台 形 ね じ 山 形 状 を 有 す る １ 又 は 複 数 の ね じ 山 ２ ０ ２  
を 示 し て い る 。
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